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 要  旨 
【序】ランタノイドイオン(Ln)と遷移金属イオンを組み合わせた
4f-3d系錯体は商業化されている永久磁石のみならず単分子磁石開
発において注目を集めている。当研究室は両スピン間に働く交換相
互作用J4f-3dは高周波EPRスペクトル解析から定量する方法を提案
しており、それによってJ4f-3dの値はLnイオンに系統的に依存してい
ることを見出した。本研究では構造がCu-Ln-Cuと単純な既知の三
核錯体[Cu2Ln] (Ln = Nd, Sm, Gd, Tb, Dy, Ho, Er) (図1)におけるJ4f-3d
のLn依存性を明らかにした。 
【実験・物性】X線構造解析により[Cu2Ln]は Ln = Gd ~ Erの重希
土類で全て結晶同形と分かった。JLn-Cuを求めるために高周波 EPR
測定を行い、図 2 に[Cu2Tb]の例を示した。許容遷移である g ≈ 2の
Cu
2+由来のピークが観測され、そのピークは Tb3+の交換磁場によっ
て通常のゼーマン分裂に比べて交換磁場－10.5 T(BC)だけシフトし
ていた。負の BCは強磁性的カップリングを意味し、その大きさか
ら JTb-Cuを+2.28(11) K と決定した。その他の[Cu2Ln]についても同
様に求め、[Cu2Gd]は磁化率の温度変化より求めた。結果として J4f-3d
の大きさは不対電子数の増加によって増大し、今回の系では重希土
類ではすべて強磁性的であることを確認した。1) 
また 3d イオンのみから構築される磁性材料の研究を行った。ピラジン、ピリミジン架橋遷移
金属錯体において、架橋配位子の分子設計によって配位形態を制御して磁気特性を変化させる研
究を行った。2) 
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図 1.[Cu2Ln]の構造 
図 2.4.2 Kでの[Cu2Tb]の
HF-EPR スペクトル 
